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本県では大量退職・大量採用による新卒採用等の増加に伴い、今後教職経験１０年未満の教員の割合が高ま
り、世代交代が急速に進行します。このことにより、初任者を含めた若手教員の着実な資質向上が喫緊の課題 
となっています。校内での急激な世代交代が進む中、先輩教員から若手教員への教育技術等の伝承を強く意識
し、意図的に行っていく必要があります。教員の資質向上を図るためには、相互の学び合い・支え合いが大変 
効果的です。若手教員、ひいては、校内教職員全体の着実な資質向上を効果的に図ることのできる「持続可能 
な校内人材育成システム」を構築する必要があります。 

 
令和４年度版とっとりメンター方式「メンターチーム研修」訪問 

６月から８月にかけて、とっとりメンター方式を実施しているいくつかの小中学校を訪問し、 

メンターチーム研修に参加しました。各校がそれぞれ自校の実態に合わせ工夫して取り組まれ 

ていますので、その一例を紹介します。 

【実践例】 
                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－令和４年度版とっとりメンター方式「メンターチーム研修」訪問から－ 

メンター方式 

関連資料 

 

 

 

 

 

こちらを 

御覧ください。 

とっとりメンター方式では、メンターチーム研修をはじめ、初任者研修の組織体制を有効活用して、校内教職

員全体、特に若手教員やミドルリーダーの育成を図っています。校内指導教員やメンターチームメンバーは初任

者に関わることをとおして、自らを振り返ったり新たな学びを得たりします。初任者は多くの教職員からの積極

的な関わりによって成長し、めざす教師像を明確にすることができます。 

来年度から、県内の小学校、中学校、義務教育学校において、とっとりメンター方式を全面的に実施します。

校内教職員の主体的な学び合いにより、育ち合い、高め合う組織をめざしていただきたいと思います。 

【メンターチーム研修の工夫】 

・中堅研修対象者をチームリー 

ダーとし、メンターチーム研修 

を中堅研修の実践の場として 

いる。 

・チームリーダーを校内分掌に 

位置付けている。 

・事前に課題を配付し、各自が考えを持って研修に参

加するようにしている。 

初任者はもちろん、若手教員や中堅教員の 

育成にもつながっています 

― 鳥取市立倉田小学校 ― 

 
研修内容 教材研究と発問づくり～道徳編～ 

・中心発問や導入の仕方について意

見を出し合い、深める 

日  時 令和４年６月１７日（金）  

１５：５０～１６：３５ 

参加者 ・初任者 1名 
・初任者研修サポート教員 
・メンターチームリーダー（１３年目） 
・メンバー４名 
（３４年目、１８年目、２年目、講師） 

 

時間割の中に組み入れることで 

定期的に研修を実施しています 

― 倉吉市立西中学校 － 

【メンターチーム研修の工夫】 
・初任者の教科に合わせてメ 
ンバーを構成し、時間割に組 
み入れることで実施しやすく 
している。 
・初任者研修サポート教員と 
チームリーダーは、C4ｔｈを 
活用して連絡・調整を図っている。 
・メンバー以外にも情報提供し、希望すれば参加可能
としている。 

 

研修内容 授業づくり～ICT活用～ 
・メンターによる ICT活用の実際 
・初任者の悩みをメンバーがアド
バイス 

日  時 令和４年６月２４日（金）  

９：４０～１０：３０（２時間目） 

参加者 ・初任者３名 
・初任者研修サポート教員 
・メンターチームリーダー（６年目） 
・メンバー２名（２５年目、３年目） 

 

【実施校の声 ～メンターチーム研修について～】 
 

若手で構成することにより、初

任者が話しやすく感じている。 

 

初任者が「楽しみで心の支え

になっている」と話している。 

メンバーが初任者に声

をかけ、初任者の困り

感に寄り添っている。 

メンバー同士の人間

関係をつくるきっか

けとなっている。  

 

若手教員から中堅教

員まで、共に力量をつ

ける場となっている。 


